























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































英語の単語　0．74 0．85　　　　　0．58 0．76 0．56
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　図16　ある学習前および後のテストにおいて保存
　　　（同じ量の水は形の違う容器に入れられても
　　　同じである）を示した子どもの比率
（注）J．S．ブルーナーはこの学習が行われないために，一
　　生保存の概念が確立されない民族のあることを見出
　　している。
面，領域で徐々にいわゆる循環的に繰返えされながら達成されていく（32）。決してこの過程はでた
らめに行われるようなものではなく，まして無理矢理に押しつけられてできるようなものではな
い。あくまでも発達の法則にしたがい，むろん親や教師などおとなの助けをかりながらではあるが，
子ども自身の手で達成していく他はないのである。
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　第二次大戦が終ってしばらくたった1959年9月に，ケーフ゜・コッドのウッヅ・ホールにアメリカ
の各学界の代表者35人が集って，初等，中等学校の教育の改善について協議した。その結果を代表
してまとめ，「教育の過程」（33）として発表したブルーナーも，だからこそその中でおよそ次のよう
な提案をしている。子どもがこの科学的思考を身につけていく過程一つまりピアジェの脱中心化
の過程一を強力に援助してやるためには，われわれは次のようにする必要がある。すなわち，子
どものそれぞれの発達段階にあわせて（ブルーナーのいわゆる，なすことによる行動的把握，直観
的な映像的把握，それに言語による記号的把握の三段階），いわばらせん的に繰り返し繰り返し（す
なわちピアジュの水平的ずれと垂直的ずれにしたがって循環的に）この過程を展開させていく必要
がある。そのためには学校教育の内容と方法を緊急にこれにあわせて構造化させる必要があるとい
うのであった。
　そしてこの提案があれ程の世界的反響を呼んだのも一そしてわが国でも当時あれだけ圧倒的な
歓迎を受けたのも，次のような理由があったからといえる。すなわち破壊的な第二次大戦が終って
再び戦争（今度は地球の破壊）を起こさないように，戦争を起こした人々のような未開民族なみ
の，自己中心的な幼児的思考に代って，脱中心化した科学的な文明人のおとなの思考を学校教育に
よって子どもたちすべてに身につけさせる必要を，それだけ多くの人々が痛感していたからであ
る。それが今またなぜ好んでにがい前者の轍を踏む道　　すなわち科学的思考の養成を妨げ，非科
学的で自己中心的な幼児的思考を残存させ，おとなの決めた答をおうむのように忠実に繰り返す，
柔軟性に欠ける頭の硬い国民を，学校教育によって広範に育成するような道を，自ら好んで選ぼう
とするのであろうか？
　心理学の世界の常識となっている発達の法則に反して，学校教育によって一方的におとなの思考
の結果だけをおしつけること。それは，いってみれば，ようやく這いはじめた幼児に，ハイハイや
高バイの過程をすべてはしおって，にわかにおとなのように歩けと無理強いするようなものであろ
う。その期間を通じて発達するはずの筋肉や骨格が当然十分に育たず，柔軟性に欠けた硬さに導か
れるだろう。当然さまざまな障害が生ずるだろうことは，目にみえている。
　そういえば80年の子どもの日に，図17のようにわが国の子どもの骨折率がにわかに高まってき
ているという報告が発表され，反響をよんだ。原因は子どもの減少による過保護や，競争によって
発達を急がせ過ぎること，子どもの遊び集団の破壊，更には食品の添加物等の影響ではないかとい
（調査対象：17道府県の小中高102校，約7万入の生徒，1979年3月）
10才 5
高3
中3
小6
10才
10．3
女子
??????（?）
図1了（／）生まれてから100人中5人が骨折を経験するまでの年齢
　　　回　骨折経験者率（％）
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われている。これなどは前述の子どもの胃かいようの増加などとともに，わが国が今選択しつっあ
る学校教育の暗い消化不良的行末を，身体面から既にうらなって余りあることのように思われる。
それによると「ゼロ歳から6歳までに骨折したことのある子どもが，この20年で倍増。いまの男子
高校生の骨折経験率は5人に1人なのに比べ，現在の小学生が高校に進学するころには，これが3
人に1人へと高まりそうだ」といっている。そして一度骨折した子どもは，骨折したところは過剰
補償（？）されるから，むしろ同じところを再骨折することは極めて稀といわれてきた。が骨折し
た経験のない子どもより同じところが骨折し易い逆の傾向もあらわれはじめており，早急な原因の
究明と対応が必要だと指摘されている。
（三）
　そしてそのような心配　　戦前のような幼児的思考の残存およびその暴発のきざし一が，決し
てただの杷憂ではないことを示す現象が，既に次のようにはっきりとあらわれはじめているともい
える。
　新聞報道によると，たとえば次のような現象が若者の間に急ピッチで現実化しはじめてい
る（35）。
　右翼グループの中でも行動派と呼ばれる，ある「青年同盟」の81年総会の出席者の中には，16，
7歳以下の者が30名もいた。彼らの多くは，「学校の成績は下の下」と自嘲する，いわゆる落ちこ
ぼれだった。その彼らがこのグループに参加したきっかけは，殆んどが「先輩に誘われて」だっ
た。たとえば定時制高校2年生の2人の男生徒は，こもごも
　「暴走族に一時入っていたけど，人に迷惑かけるだけじゃん。誇りはなかった。おれたちだって，
人のためにつくしているっていう気がほしいよね。」「シンナーやっていたら，先輩にr国を守るべ
きゃっが，そんなことやってちゃだめだ』といわれたんです。オレだって，尊敬している人のいう
ことはちゃんと聞くよ。それに制服着ると，気分がシャンとなるしね」といっている。またこの集
団には公立中学校の女生徒の姿もちらほらみられる。彼女らも全く同じように，教師のっめたさ，
叱責，差別を口をきわめて非難する。そして逆にこの集団の先輩が親身になって世話してくれる。
彼らに「国を愛する」「人のために」つくせといわれると，しびれてしまうといっている。
　この過激な行動でとかくめだちがらの「青年同盟」には，正規の隊員の他に150名の予備隊員が
いるが，その半数は15歳以下。彼らは異口同音に前述のように「学校では先生，生徒の両方に人間
として認められず，まともに相手にされなかった」また「先生にもなぐられたけど，なぐられるの
はまだいい。しかと（無視）されるのには，堪えられなかった」ともいっている。一方彼らを暖か
く迎え入れた幹部たちは「私たちが彼らを拒んだらどうなる……再び非行に走ってしまうだけだ」
と使命感に燃えてすらいる。
　これらの大人たちの間に最近特にめだつ傾向は，教育の荒廃に対し「戦前はこんなことはなかっ
た」という，ある種のいらだちだという。その一方で前述の子どもたちの方には「冷たい先公，も
っと親身になってくれ」。「社会ももっと暖く受け入れてくれ」という不満が憎悪にまで発展（？）
しっっあるかにみえる。そして前述の予備隊員の多くは，現時点の右翼共通の目標「日教組打倒」
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の街頭署名や宣伝カーに，既に動員されはじあている。
　警察当局は「どうせ忍耐力のない子どもたちだから，すぐ離れてしまいますよ」と，意外（？）
にクールな受け止め方をしている。が果してそうか？　たとえば右翼問題に詳しい猪野健治氏など
は，必ずしもそうはみていない。「一過的なものでは決してない。学校からはみ出した子どもたち
は……もう逃げ場がどこにもなくなっているからだ」と，いっているのだが……
　　　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　○
　これに似た例としては，これまたとげとげしい世相の反映としての今の家族関係に不満を持つ
（同じような慢性的な）愛情の飢餓状態の現代娘をとらえた，例の千石イエスの方舟事件を例とし
てあげることができるかもしれない。
　彼女らの千石イエスと同僚に寄せた傾倒ぶりは，多くの人々の予想に反して，決して「一過的な
もの」などではなかった。むしろこの先き長く引き離して，親の下に連れ戻すことができるかどう
か？　至難のわざにさえ思われたと，当時説得にあたった人々は述懐している。そして実際今なお
その通りに，彼女らの心をとらえ続け，むしろその団結力は奇妙に思える程長続きしているのであ
る㈹）。その魔力（？）の秘密は，何か……？
　たとえばスキナーは確固とした反応を形成するためには，何もむつかしい操作をする必要はな
い。ある状況下（たとえば慢性的飢餓状態）におけば僅かな報償，場合によってはたった1回の
報償を与えるだけで十分だ，と次のように示唆している（37）。
　鳩の平均体重が80％に保たれるようになるまで飼料を減らすことによって，鳩を慢性的な飢餓状
態にすることができる。スキナーはこの飢えた鳩に，一度に一羽ずつランダムな時間間隔で餌を与
えてみた。すると鳩はそれがどんなものであれ，直前にしていた行動にとびつき，しばしばそれを
繰り返すようになった。この行動はすぐに鳩の行動を支配してしまい，その行動はとまらなくなっ
た。
　昔々慢性的に水飢餓に悩まされていた農民があった。たまたま踊りをおどっている時に，雨が降
った。農民は踊ると雨が降るのではないか，と半ば疑いながらも，藁でも掴むような思いでこの行
為にすがりついた。ききんになるときまって踊りをおどるようになった。その踊りが時たま雨によ
って強化されることがあった。こうなるともう水キキンに悩む農民にとっては，この迷信は動かし
難いものになってしまうであろう。水は農民にとっては，それだけ切実だったのである。多くの学
習について研究は，このようなランダム強化の威力を証明している。
　　　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　○
　われわれはまた長い間母親の子どもに対する愛情こそ愛情の原型と考え，そのお返しとして子ど
もの愛情が条件づけられてくると考えてきた。しかし子どもの母親に抱く愛情が，必ずしも母親か
ら与えられる愛情へのお返えしばかりではないことが，刻印づけ（imprinting）や次のような実験
の研究などから解ってきている（38）。
　うまく工夫した実験で，生まれたばかりの猿が母猿から直ぐにひき離されて，母猿に似せた人工
の模型で育てられている。種々の実験やテストをした結果，その子猿が模型に対して，母猿に育て
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図18代理母（Harlow，1961）
子ザルがしがみついているほうの代理母は柔かいテ
リー織で包んだ「布母」で，電気ヒーターで膚のぬ
くもりに近い感触が与えられる。左側のが「針金
母」である。布母も針金母も哺乳管を着脱すること
ができる．（村田孝次「教養の心理学」）
〔A〕両代理母への滞在時間（時）
　18
；w15
署12?
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　・一一一一金卜金母に反応
??〔
反80
応60?
　40?
）20
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針金で育てられた個体
－t布母に反応
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〔A〕　それぞれの代理母に接触している時間を示す。針金母に「育てられた」子どもでさえ，
　布母に接触している時間のほうがはるかに長い。愛着が，空腹をみたすという欲求に必ずし
　も基づいていないことがわかる．
〔B〕動くイヌの玩具は，サルの乳児にとっては，恐怖の対象である。これを提示すると，
針金母に「哺育」されたサルでも，針金母のほうへはいかず，布母のほうへ走っていく。
られた子猿が病床の猿に対するのと全く同じような，愛情を示すようになるのがみられた（図18参
照）。
　また同じ実験で針金で作った乳を出す模型の母猿と，乳を出さないタオル地の模型の母猿に育て
られた子猿は，たとえば大きな音に驚いて恐怖を感じた時などには，きまって乳を出さないがタオ
ル地の母の方へとんでいってだきつくのがみられた。そしてこの子猿は食べる時以外は，いつもタ
オル地の母猿にすり寄った。また種々の愛情テストでもタオル地の方が乳はくれなくても，針金の
母猿よりも好きであることを示した。
　むろん鳩や猿の世界を人間の世界にどこまで適用して考えるかには，多くの問題がある。が，た
とえば人間に育てられた子猿は，人間の赤ちゃんが母親の目をのぞきこむようにして乳を飲むのと
全く同じように，乳を哺乳爆で与える人間の目をのぞきこむようにして育っている。まちがいなく
以上のような研究結果は，われわれに多くのことを示唆してくれているといえるだろう。まして人
間にとっては愛情関係は，子猿以上に本質的なものであることをよもや疑う人はあるまい。実際，
人間の子どもの場合でも，寒々とした環境のせいか，次のような例が最近目立ちはじあている㈹）。
　たとえば2歳i1ケ月の2卵性双生児のKの場合。9歳と4歳の姉と兄がいて，母親が病気のため
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Kだけ生後3ケ月から1年間乳児院にあづけられた。以後家にひきとられて間もなく歩き出した
が，両親も兄姉も全く寄せつけない。一人で坐って指先や耳をいじったりしながら，1日中ブツブ
ツ怒っている。ただ食欲だけはおう盛で，びっくりする程食べるが，全く太らない。
　2歳11ケ月なのにKの身長は73cm（満1歳なみ）体重7kg（同6ケ月）頭囲45cm（同9ケ月）。
家庭で育った1年8ケ月間で頭囲と身長は全く発育停止。体重は逆に1kg減っていた。
　困り果てて大阪市立小児保健センターに入院させられた。特別な治療をしたわけではない。しか
し入院後間もなく劇的な変化が起こりはじめた。看護婦数人がチームを組んでやさしく話しかけ，
親しく接触したからである。はじめは自閉症と疑われたが，間もなく笑顔を見せるようになり，周
囲との意志，感情の疏通ができるようになった。それとともに体の発育が急激によくなった（4ケ
月間に身長は7cm，体重3kg，頭囲5cmの増加）だけでなく，日を追って笑いと言葉と行動がふ
えていった。同センターの医師団は，これについて次のようにいっている。ホルモン検査のデータ
などから，精神的な抑圧状態が脳の視床下部にある情緒中枢に影響をおよぼし，二次的に成長ホル
モンの分泌が低下したことに大きな原因がある。典型的な“情緒剥奪症候群”だった，と。
　いずれにしても親と子，兄妹などとの感情的なかっとうや愛情関係の欠如，これが幼児の成長を
完全に止めてしまうとは／　そしてまたそれに代る自然な愛晴関係の登場が，幼児の自然な発達を
回復するとは／　驚くべきことではないか？
　これらの例はすべて子どもたちの自然な愛情欲求が，不自然な環境ではぐらかされる時の危険に
ついて警告している。そして更にたとえば岩手医大の畠山富而氏らのやはり猿を使った研究などは，
その最も劇的な例を提示しているといえるかもしれない。
　畠山氏らは母猿が育てた子猿「A群」と，生後一週間目に母猿から離して人間が一ぴきずつ別々
に育てた子猿（B，C群）の行動を比較している（4°）。その際B群では人間が抱いてミルクを飲ま
せ，できるだけ可愛がり，C群ではオリの中に哺乳壕を差し込んで飲ませ，できるだけかまわない
ようにした。
　日が経つにつれ人間に育てられたB，C群の子猿は，異常行動を示しはじめた。ともにタコがで
きるほど手足を強くしゃぶり，タオルをたえず持ち歩き，それを取りあげると不安状態になり，オ
リの隅に座ってエサも食べなくなった（タオルを返してやると回復）。またB群は，保育者が見え
ると，たとえば壁に向って頭を打ちつけるなど，一種の「愛情を求める行動」を示した。一方C群
は，よくオリの隅にうずくまり，手で足を抱く自閉的姿勢を続けたかと思うと，突然オリの中をと
び回った。またオリを揺さぶって威嚇していたかと思うと急に歯をむき出して恐怖感を示すなど，
極端な逆行動の反復がみられた。
　更におとなになってからのB，C群の猿の行動は，いっそう劇的であった。彼らには異性に対す
る反応や関心が全くみられなかった。たとえばA群のオス猿と一緒にされたB群のメス猿は・盛ん
にプロポーズされるのにこわがって，何日間も片隅にうずくまり，遂にこれを受け入れることがで
きなかった。人間に育てられた猿は，このように子を生むことも，まして育てることもできない猿
になった。そしてセックスは本能的行動という一般的な考え方は，まちがっているのではないかと
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さえ思われたという。
　これらの実験で一ぴきずつ人間によって育てられた猿たちは，その後猿集団の中へ返えされて
も，仲間と遊ぶこともできず，自分でエサをとることもできなくなっていることが解った。が逆に
生後6ケ月間母猿に育てられ仲間と遊ぶ経験を積んでさえいればその後猿社会からひき離されて
も，返えされれば猿社会に十分に適応し，異性への愛から子育ての愛も十分身につけていることも
わかっている。猿のこの6ケ月（臨界期一注（38）参照）は，人間の寿命に合わせると，生後2年半
から3年ぐらいにあたるという。フロイトのいうように入間にとっても幼児期の重要さが，これに
よっても裏づけられているともいえる。がしかし人間の場合はむしろ発達の過程すべて（つまり青
年期まで）が，臨界期と考えられるべきであろう。そのことが前述の校内暴力や家庭内暴力，ある
いは情緒剥奪症候群，脱中心化過程などの例や研究で，だんだん明らかになってきているというこ
とができるだろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（四）
　ところで，その校内暴力児や，前述の若い同盟の予備隊員の言動で特に目立ってきているのは，
教師によってこの愛情がはぐらかされた結果醸i成されてきている，彼らにみられる教師に対する強
い憎悪と敵意の存在であろう（彼らも一種の情緒剥奪症候群であるともいえる）。
　子どもにとって大切な親や教師に愛情がはぐらかされつづけると，愛を失うことを恐れる恐怖と
ともに，やがて憎悪が醸成され，それは敵意となって対象に向って発散されようとするだろう。し
かしそうはいってもそれは小さい時からの教え（っまり良心）などと鋭く対立するから，同時に強
　　　　　　　　　　　　　　　　　　い恐怖感がかもし出される。それが敵意を上回り，発散　　200　　　　　　　グループII
　　　　　　　強い回避
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　　図19接近と回避の勾配
　＊接近の勾配は小路の2地点に制限さ
れた時間動機づけられたネズミが示した
平均張力を表わしている。回避の勾配は
強いショックが与えられた地帯を避けよ
うと努力するネズミによって示された力
を表わしている。この図の実験で得られ
た点は直線で結んであるけれども勾配の
一次性は仮定していない。
　一行動科学事典一（Br。wn，1948）
するのを押さえつけるであろう（図19参照）。したがっ
てこの強い恐怖をのりこえて，敵意を直接対象に向って
発散させるためには，敵意を束にすることによって倍加
させる，つまりグループの力によって（みんなで渡れば
恐くない）ことによって一一一Ptにこの垣根をとびこえる以
外にはない。つまりこれがつっぱりグループの形成であ
り，その背後にはこれをささえる前述のように一般生徒
の群があるということになる。校内暴力の学校には前述
のように普通それだけ憎悪と敵意（むろん一般生徒の間
にはしかと等（前述のサンドバッグ等）の恐怖も）が充
満しているわけで，教育荒廃といわれる所以であろう。
　しかしたとえ校内暴力として短絡的に敵意を発散して
みても，結局は取り締まられ，恐怖も敵意も増幅される
ばかりであろう。まして「勉強はしなければならない」
という，錦の御旗（？）一小さい時からの教え・良心一は向う側にある。そして特に教師の背
後にある目に見えない強い力，教師たちを管理に追いたてている体制の黒い影におぼろげながら気
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がつく時（内集団から完全に見放されること），恐怖はますばかりであろう。こうしてうっ血され
た敵意は，恐怖に操作されながらより危な気のない発散目標を探し求めて，さまよい始めることに
なる。
　図に示されるように恐怖回避勾配は対象から遠去かるにつれて急下降するが，敵意接近勾配は対
象から遠去かっても容易にはおさまらずうっ血され易い。つまりこの二つの勾配は交錯する。した
がって精神分析学などでいう，転位現象が起こることになる（41）。これについては前々号で述べた
ので詳述しないが，敵意は恐怖勾配に導かれて，恐怖が薄まり（ゼロが最も効果的），敵意がこれ
を凌駕する（差が大きい，つまり代償価の高い）対象に向って発散され易い。たとえば図20のよ
??
9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外集団
　　低　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rr－「
　　　　　　　　図20　家庭内暴力・しかと・“侵略”の構図
うに，教師に叱られた男の子がその場ではじっと我慢して，家に帰って妹を蹴とばすことによって
発散するとか，学校（あるいは職場）での劣等感を甘い母親（あるいはわが子）におきかえて発散
する前述の家庭内暴力とか，学校や家庭での面白くない仕打ちの不満を町なかの不良行為で発散す
る非行も，その典型例といえるであろう（校内暴力自体，自分の不成績を認めたくないぎりぎりの
自尊心の転位現象とみることもできる）。
　しかしながら妹も母親も非行も十分には満足を与えてくれず，誰もほめてくれなどはしない（ま
して校内暴カーもっとも仲間の容認はあるが一においておや）。つまり社会的に容認は与えら
れないので，代償価はこの点では低い。彼らももっとE分を行動にかりたててくれる前向きの対象
（つまり代償価の高い錦の御旗一忠誠（容認一愛）と攻撃（敵意）の対象）を，たえず潜在的には
求め続けている。それが生きるということでもある（前述の予備隊員のしびれ証言等参照）。たと
えば昔から人種差別は，厳格な両親に育てられた子に育ち易いといわれる（42）。恐怖によってうっ血
した敵意は，ともすれば図20に示されるように，厳格な両親に象徴される（類似する）内集団へ
の忠誠心（愛）をテコに，それをこえて対象とは類似性の薄い（恐怖感のうすまる）しかも代償価
の高い（内集団への忠誠心のあかしとして一内集団の容認）外集団へ向って発散され易い。これが
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転位現象の特徴でもある（昔からいわれる女性差別も，全く同じ構造であろう）。
　むろん戦前にも校内暴力はなかったわけではない。が，これが最近異常に目立つのも，ある意味
では次のような事情にもよる。戦後はこの外集団への攻撃性が，敗戦（典型的には平和憲法と男女
平等）によって当然のことながら強く制限された。このため学校教育のゆがみによって次第に醸成
されてきた憎悪・敵意は，袋小路に閉じこめられた形になっていた。それが限度を超えて，まずは
家庭内暴力，そして校内暴力，更には非行の形で多発，暴発し始めている。いわばそれは袋小路に
閉じこめられ，追いつめられた子どもたちの，やぶれかぶれの戦後的な憎悪の発散の形式でもあっ
た。それが今やある種のおとなたちによって効果的な外集団が再び造成され，操作されることによ
ってそれに向かって束にされて解き放たれようとしている。
　保守的な右翼集団からみれば，前述の「戦前はこんなことはなかった」発言にみられるように，
「教師を教師らしくないサラリーマン教師にさせ，教育を荒廃させている」元凶（？）日教組こそ
は，まさに効果的な攻撃目標，内集団の中の外集団ということになろう。個々の子どもの敵意は，
愛憎操作によって，先ずはこうして発散の対象を得ようとしている。それが前述の街頭署名や宣伝
カーへの動員であろう。そしてその背後には，これを物心両面から支えている「過去のよき時代の
日本の伝統」（あるいは現在の高GNP国家）を破壊しようとする社会主義集団がある。現にその
中の一つ（？）は，今なおわが国の領土の一部を不当に占領し，虎視眈々わが国をねらっている
（現にアフガニスタンには侵入したのだから）という想定もなりたつ。そして政府当局もこの危険，
侵入の脅威を教科書の中で特に強調徹底させ，防衛のため愛国心をかきたてていくといっている。
こうして国家によって錦の御旗一外集団への攻撃一および内集団へのしびれる忠誠心が与えられる
ことになる。これが教科書改変による愛国心教育と，憲法改正への動きということもできよう（43）。
　ということになると，教師が今のような教育（管理）を続けていけばいく程，子どもたちの恐怖
や憎しみや敵意は効果的に増幅される。そしてその増幅された敵意は愛国心操作（内集団である国
家の容認，特に落ちこぼれによって追いつめられた者には恰好の免罪符）によってハケロを外集団
に求めて行くという，戦前型の教育による侵略の構図が，見事に復活されつつあるということにな
らないか？
　それを裏づけるものとして既に外集団へのこうした攻撃性にも似たきざしが，潜在的には冗談で
はなく，国民の間に広く次のように醸成され始めているのではないかという人もある。
〔V〕近づく危険なまがりかど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一）
　海外ではこのところ“Japan　as　No　1”（アメリカのエズラ・ボーゲル教授のことば）とか，「21
世紀は日本の世紀」（同ハーマン・カーン教授のことば）と外国人にもいわれ，満更でもなさそう、
に逆にやたらに胸を張り，自信過剰ともみえるわが同胞の姿がにわかにめだちはじめているとい
う。
　確かにこのところいささかドル高円安気味に経過してはいるが，ポンドやマルク，フランス・フ
一34
日本の青年期研究（4）
ランなどにくらべての円高傾向はなお顕著に続いている。また特に東南アジヤなどに行けば，アジ
アの同胞からの羨望感は既に「習い性」になったかの感すらあるという。だから国内で劣等感にさ
いなまれてきた人々が目をひとたび海外にやる時，一種の解放感，桃源境にすらいるような気分に
なるのは解らないではない。海外の多くの国は，まさに自分たちより一属落ちこぼれた集団，とい
うことにもなるのだから。まだまだ下には下がたくさんあるということでもあろう。
　しかしその解放感，優越感の行き過ぎといったような現象が，在外生活の長い日本人の目には最
近殊の他めだつらしい。たとえばアメリカ在住の長い科学者長谷川晃氏も，最近日本から送られて
くる新聞雑誌に急に，「日本は大国の仲間入りした」とか「今や日本は大国」といった大国日本を
意識した記事が，やたらにめだちだしたといっている（44）。この極端な様変りの様相は，朝日新聞
特派員報告などでも「一つの妖怪が世界を俳徊している。“強い日本”という妖怪が……」とこれ
を裏づけている（45）。そして「日本の国力が向上し，日本人が誇りを持ち出したのは喜ばしい限り
である。ただ一部に“拝外”から“侮外”へと振り子がゆれすぎて，“無敵日本”といった天狗意
識がちらつき出したのは要注意」と，反省を促している。
　つまり海外に対しては「欧米先進国といってもたいしたことはない」「もう学ぶことは何もない」
「まして東南アジアなどは……」と考える小天狗の群，一歩国内をふりかえれば，さまざまの自信
をなくした劣等感にさいなまれる，いわゆる「落ちこぼれ」の同じ群，全く奇妙な対照を作り始め
ているといえよう。この好対照をなす劣等感と優越感の振り子が，今後どうゆれ動いていくか？
アドラーのいうように劣等感こそが優越感，権力欲求へのテコであるとすれば……その劣等感を一
属醸成する一方で，無理やりに愛国心をたたきこむことをめざしているかにみえる前述の当局の方
針は，この傾向に一一属はずみをつける。そして国民を容易ならぬ方向に向わせることになりはしな
いか，と心配されるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二）
　ところで前述の長谷川氏は，このにわかに拾頭してきたわが国の大国意識が，果して国際社会に
通用し，受け入れられるものであろうかという，疑問を投げかけている。そしてアメリカの中学に
通う息子さんと，日本車の輸入規制問題について議論した時の驚きについて，次のように述べてい
る。息子さんは「日本はトータリタリヤンだから」と，アメリカの車規制に大賛成するのである。
つまり労使の和のみを強調する日本の会社組織は，アメリカからみていると中学生の目にもはっき
り，「全体主義社会にみえるらしい」。そしてそれは中学生にとってもやはり，いや一層中学生には
やりきれない，がまんならないことであるらしい，というのである。
　そして長谷川氏は，「日本の今日の名声はいつに，経済大国economic　Giant（ないしAnimal）に
対してのもので，大国Great　nationとしてのものではない。もともと西欧社会や中国には昔から，
大国というからには，国全体の力とか，経済大国というよりも，むしろ歴史に長く残るような秀れ
た個人をたくさん生み出した国との認識がある」。つまり「GreatとGiant，ましてAnimalとの
間には，たいへんなへだたり，ちがいがある」というのである。
　もっともこの点についても，最近ノーベル賞の選考委員長がスェーデンから招かれ，来日してい
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る。そして日本のトップクラスの学者とサシで懇談，“根回し”したから，こちらの方もまもなく
Giant，あるいはGreatになるという，喜ばしい結果を生み出すかもしれない。そしてそれを報じ
た雑誌もいっていたように（46），確かにノーベル賞級の学者も，既に日本には大勢いるのかもしれ
ない。また社会主義圏のノーベル賞ともいわれる，レーニン勲賞などをもらう人々もちらほら出て
きており，ある意味ではそれも事実であろう。この点ではわが国も次第にGreatの仲間入りをし
つつあるのであろう。それを疑うものでは，決してない。
　しかしこの点でも日本でノーベル賞やレーニン勲賞をもらう人々は，一列縦隊に並んだ一番序列
の高い方の人々であろう。一定の枠内での独創性，Greatであろう（たとえば，軍国主義が世界の
枠になったら……日本人の独創性は？）。枠を超えた，枠にとらわれない枠外の独創性ということ
になるとどうか？　つまり本当の意味のGreat（オリジナリティ）ということになると，今の日本
の体制，この一列縦隊方式からは出て来にくいのではないか，と心配しているのであろう。
　ともあれ，前述のような学校教育によって育てられている日本人の片よった性格，特徴について
は，海外生活の長いわが同胞には共通の認識が成立しているようである。たとえば江崎玲於奈氏ら
6氏の「頭脳流出組の座談会」でも，6人の出席者全員によって共通に述べられている（47）。そし
てその中のひとりは，たとえば次のようにいっている。「私の子ども（小・中学生）がアメリカの
学校へ入学後3週間たったある日，『日本ってずいぶん同じだね』と申すんです。そういわれてみ
ると日本とアメリカの相違はそれに尽きるような気がします。日本では学校にいる友だちの考え方
も，学校の教え方も，その前提となっている社会通念のようなものもすべて同じだった。ところが
アメリカに放り出されてみて，はじめてそのことに気がついたわけですね。」そして更に「平均的
日本人は頭のよい人達なんですから，もう少し画一性を改める工夫をしないと，20年，30年後は世
界に通じなくなってくるだろうと思います」と，危惧を表明しているのである。
　そして前述の朝日新聞特派員報告もこれを裏づけるかのように，いや既にまた再び通用しなくな
り始めているのではないか，と次のようにいっている。戦中，戦後を通じて嫌われていた日本人が
やっと親しみを以て迎えられ，尊敬すらされる雰囲気が海外でも醸し出され始めていた。ところが
最近また日本人が海外で嫌われ始めている。しかも日本人と親しくつき合っていたものの中に，既
に日本人が嫌いになったとはっきりいう人がふえはじめている，と伝えている。これらのことは，
たとえば前述の有名進学校の応援団から期せずして発しられた「バカ，オチコボレ！」の大合唱な
どに静かに耳を傾ければ，必ずしもうなづけないことではないだろう。誠に残念なことといわなけ
ればならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三）
　そしてそれを裏づけるように国内に再び目を向けてみると，若者に保守化の波がおしよせ，タカ
派ぶりがめだち始めているという調査結果もある。
　若者の保守化が論議されだしたのは，78年頃からである。たとえば学園紛争後全新入生の意識調
査をし続けてきた東大新聞では，78年度には3050人中2400人余りの回答があったが，その特徴をあ
げると（48），
一36一
日本の青年期研究（4）
　①「支持政党なし」が，77年の70％から60％台1こ低下。
　②そのうち自民党支持が倍増。新自由クラブを加えると，62％が保守支持。
　③共産党支持が激減（3％），社会党，民社党も低迷。（79年度調査でもこの傾向は変らず，更に
「支持政党なし」が41％まで低下。）
　政治不信と政党離れの最近の世相とはうらはらに，若者に政党支持表明者が急増。そのうち62％
が保守支持。この調査結果は，戦後左翼運動の中心的存在であり続けてきた東大生のイメージから
は隔世の感あり，と一種異様な印象を世間に与えた。
　しかし若者のこの保守化の傾向は，たとえば朝日新聞の世論調査の推移などからみれば，一属明
らかである（49）。図21は各世代平均と20代前半と後半の自民党支持率の推移を比較したものであ
る。79年を境に20代前半が後半より高い支持率を示すようになってきている。図には示されていな
いが，70年以降でもそれまでは20代前半は，各世代を通じて常に最低の支持率を保ち続けていたと
いう。
　それはともかく図22をみると，いずれの項目も20代前半の賛成率が平均を上回り，20代後半，
30代を遙かに上回っている。殊に（イ）の「武力行使」賛成は，各年代を通して最高。たいへんな
「タカ派」ぶりが注目されている。
　このへんは，ここにきて西欧先進諸国の若者の傾向と，たいへんな違いをみせはじめている点だ
といわれる。これらの国では特に第二次石油ショック（79年）後，インフレや若い世代の失業増大
がめだった。それに対する「若者の不満はエコロジーやウーマンリヴ，反原発，住宅確保などの多
様な運動と結びつき，各地で反乱の様相を見せている」（5°）という。ところが日本の場合はこれとは
ちがって第一次（73年），第二次両石油ショックをくぐりぬけて経済が格段に（？）強化されたと
いう事情もある。この世代は，このいわゆる世界的な経済優等生といわれる（もっとも国債発行の
?（?
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借金によって支えられていたので，急激にカゲりが生じているが）日本経済の恩恵に浴した。その
物質的豊かさの中にドップリとつかって，青春を謳歌している，ある意味では今までにない恵まれ
た世代ともいわれる。
　このような若者の意識は，たとえば総理府の「青少年の連帯感調査」（1981年）にも，はっきり
表われている。その特徴は，①日本の現状への不満が減少し（「不満がある」66．6％（71年）→53．3
％（81年），「ない」33．2％（同）→46．3％（同））②自分の生活への満足度が高まり（「満足してい
る」67．1％（71年）→78．・3％（81年））③生きがいが社会のためや仕事よりも，友人と時を過ごし，
スポーツや興味に生きることになっていたことであった。そこにみられるものは，現在の豊かな自
分の生活への満足と執着といえるだろう。つまり一口にいえば現状肯定と，変化への嫌悪であろ
う。
　それが自己の豊かな生活を守り，維持していくための前述の保守化，異常な（？）タカ派ぶりと
なって現われているともいえるが，たとえば総理府の「社会意識調査」（1980年）では次のような
結果も出ている。「愛国心は強い方だと思うか」に対しては「強い方だと思う」は，20代後半とほ
ぼ同じの30％で，各世代中最低（平均50％）。逆に「弱い」は，21％で最高。更に前述の朝日新聞
全国調査では，「憲法改正」や「核武装」，「武力行使」はかなり高い率で肯定しながら，「徴兵制導
入」となると，当事者となるからか，この世代の賛成率は6．5％で最低（平均15％）となっている
20
10
6・5　　徴兵制
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（図23参照）。こうした矛盾こそ，いわゆるこのリッチな「クリスタル
（？）」世代の特徴ともいわれているわけであろう。
　ところでその昔と比べてリッチになったといわれる世代の，学生の実
際の生活状態であるが，朝日新聞の特集「キャンパス」（51）によると，事
実下宿に冷蔵庫，ステレオ，カラーテレビは必需品。バス，トイレ付き
でないと人気がないというから，かつての下宿のイメージからはほど遠
い。学生たちの殆んどは自分の部屋に電話を引いており，特に女子学生
は「自分の電話」が必需品になっていた。またこの取材を通じて学生た
ちの明るい笑い声と，誰れはばかることなく流す涙に記者たちはおどろいている。とりわけ男子学
生がよく泣いた。（たとえばジョン・レノンの死などについて）。その半面，かつてのような怒れる
学生たちには，この取材を通じてほとんどお目にかかれなかったのが，むしろ印象的だったとい
う。「“豊かさ”が，青春の特性ともいうべき純粋な怒りを奪い，物分かりのいい学生群像を生み出
しているのだとしたら，いささかさびしい」と，この特集は結ばれていた。
　物分かりのいいリッチな学生たちと，前述来とりあげてきた怒れる中学生たち……どちらも真相
なのであろうか（注10，13等参照）？確かにこのようなリッチな学生も多数いることも事実だ。が，
その一方には親からの学費の仕送りを望めないアリバイト学生も少なくない。このような学生には
国立大学の場合でも（学費の高い私大ではむろんのこと），たいへん深刻な生活状態になってきて
いることもまた事実のようだ。育英奨学金と週2回の家庭教師のアルバイト料では，四畳半一間の
アパートを借りて，学校へ通うのがやっと。その上に今度の臨行改調査会答申は，新たに学費の引
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き上げ，育英奨学金助成の見直しと有利子制度への転換，更には教職就職者への返還免除制度の廃
止，期間の短縮を打ち出している。現在，育英奨学金受給者は全国では，約36万人といわれる。
「これでは私のような勤労者の子どもは大学や，教師への道を閉ざされたも同然」（52）という声も聞
かれないではない。
　確かに表面的には，他国にくらべてたいへん豊かにみえる。また実際今が一番よい（？）時なの
かも知れない。しかし図24のような，社会福祉では先進諸国中最低という面もある。その上で前
40
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述の教育と福祉切り捨ての大手術が，更に展開されようとしている。この面からみても，リッチな
生活も重要なまがりかどに直面していることだけは事実であろう。
　　　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　○
　私たち戦中派の世代が，よく先輩達から聞かされた話の中の一つに，大正デモクラシーの話があ
った。第一次大戦には連合国側に加担もし戦勝国の列にも加わり，南洋の方に委任統治の島々もも
らい，多少円高となり，自由主義の波がわが国を洗い，僅かに明るい日射しがさしはじめたよき時
代だったという。それはやはり近代日本の，一つの束の間の絶頂期であったのかもしれない。われ
われの世代は，その明るい空気，デモクラシーの再来を夢みながら，実際には暗い戦争の流れの中
にまきこまれ，かりたてられて行った，暗い世代だった。そして多くのよき友たちは，その暗い独
裁と軍靴の時代（しかも戦争は必ず勝つ，神風が吹くと宣伝されていた，軍事大国でもあった）し
か知らずに，明るい世界にはついに一度もふれもせず，薄幸の人生を国のために捧げて死んでいっ
たのであった。そして生き残った者たちは，生きながらえたうしろめたさをひきずりながら，実現
したその今の平和の夢（？）の長からんことを念じながら生きているはずである（もっとも前述の
調査では，戦中派のタカ派ぶりこそたいへん懸念されるが）。
　私は今でも，いやこの頃特に思い出す。戦後まもなくわが国で急速に青年心理学書がはんらんし
始めた時のことである。それはこれから青年心理学を専攻しようとする若い私たち研究者にとって
は，たいへん喜ばしいことにみえた。特に自由な研究を全く閉ざされていた戦前，戦中派の先輩の
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研究者にとっては，たいへんな喜びであったにちがいない。しかしその反面で第一次大戦後にやは
り同じように急に青年心理学の研究が盛んになり，結局はヒトラーに利用されていったドイツの轍
をふまねばよいがと心配し合った，青年心理学研究者のあるグループのつどいのことである。世界
大戦を起こした国は，日本とドイッという共通の認識が，集った老若の研究者の間にはあった。
　その2回世界戦争を起こしたドイツの若者たちには，前述のように今度は（？）今なお反戦の思
想は根強い。新聞の伝えるところによると，西ドイツでは81年に入ってから若者の平和運動が再び
急速な盛り上がりを見せているという。実際私もフランクフルト滞在中に，まのあたりにみている
。週末には決ったように，こうした反戦の若者の会合とデモがあるという。（それをとりまく警察
官の多さに，野次馬たちはひとしく肩をすぼめてはいたが）。「核ミサイルより生活を」と核ミサイ
ルの欧州配備と中性子爆弾に反対して開かれたシュトゥッケンブロックの集会には多数の若者が集
ったという（ADN＝JPS　1981年9月）。超タカ派アメリカのレーガン政権の出現に，危機感が高ま
ってきているからであろう。若者だけではなく，西ドイツでは1981年10月10日には，首都ボンの核
脅威反対，軍縮と緊張緩和を求める集会に，同国史上最大の30万人が集まり，デモが行われた。人
口30万たらずのボンは，この日倍近くの人でふくれあがったという。特にアフガニスタンに続い
て，ポーランドへのソヴェトの侵入が危惧されている時，（ポーランドはまさに彼らの隣国である）
すなわち「相手の武器を前にして自らの武器を減らし，捨てようとまでいうには，彼らにはかなり
の覚悟がいる」（53）かも知れない。
　一方眼を1回世界戦争を起こした国内に向けると，GNP大国の経済優等生ということからでも
あろう。アメリカと日本とソヴィエトが三大軍事大国となり，“力の平和”の推進者となる責任が
あるなどという，法外なことをいう外国人も出てきている。また隣…国からは，安保肩代りによる経
済援助論なども出てきている。まさに日本へのタカ派変身への要求はいやがうえにも，急ピッチで
高まっているようにみえる。そしてこれに呼応するかのように（？）ソヴィエトのアフガン侵攻に
際しては，「日本国内ではまさにソヴィエトの脅威の大合唱が捲き起こった」感があったという。
一方西ドイッなどでは，前述のように「ソヴィエトの脅威は脅威としても，これに対する軍備の増
強が得策であるかどうかの疑問を起こさせる方向に，ベクトルが動いた」ともいわれる（54）。
　もしこの重要な時に舵取りをあやまれば，すなわちもしたとえ経済援助にせよ世界の軍事力を増
強する方向にいったんそれが向けられる（憲法違反ではあるが，前述の調査のリッチなクリスタル
世代の特徴（図21，22参照）からも，そしてその経済が急激にカゲリの生じている今だけに余計
にそのおそれなしとはしない（？）から）ならば，もはや元には帰れないいつか来た道の泥沼に入
っていくことになるにちがいない。この昭和デモクラシーが，かつてのように戦争と戦争との合い
間に咲いた大正デモクラシーのような，束の間のあだ花に終らないように念ずるのは，今まさにそ
の重要なまがり角（平和憲法の風化）にさしかかっている　　大正デモクラシーの直後，つまり満
州事変頃（1981年はまさにその50周年にあたる）から坂をかけ降りるようにして，わが国は軍国主
義から大戦へと突進していったのだから一との念にかられるからであろう。決して現状は学校教
育の量的拡大などといって，たあいなく喜んでなどはいられないことが，解るだろう。
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〔注〕
（1）NHK「日本太郎」1979年11月19日。
（2）（3）（4）「大人になりたくない」読売新聞，1980年5月4日。））【?（（
?（（
（9）
（10）
（11）
（12）
（13）
（14）
（15）
「家庭内暴力に関する調i査研究」総理府，1980年．
もっとも文部省は国民の強い関心におされて，40木学級実現施策については，トーンダウンしながら
持続させるとはいっているが……．
「小児カイヨウ急増」読売新聞，ユ980年7月6日．
調査対象は，北海道，岩手，宮城，東京，愛知，石川，岡山，福商，宮崎の進学校といわれる9高校
の4，582入。
村岡篤「ある学生調査」明大教職，社教主事，学芸員課程年報No．4（明大人文科研個人重点研究費
の一部を使って行った）。　　“
もっともふえ続けていた留年生も，文部省の全国調査では，1978年（昭和53年）を頂点に減りつつあ
る．これについて慶応大学の小此木啓吾助教授は「かつての大学生のモロトリアムが，中高校生など
に移り，その結果が家庭内暴力や校内暴力，登校拒否などにあらわれているのではないか」といって
いる。因みに全国の大学留年生（在学生数に移動があるが（図1参照））は，1972年5万7千，1975
年8万，1976年9万，77年9万5千，78年9万7千，79年9万4千，80年8万9千となっている。だ
が民間の調査機関の旧帝大7校などの調査（重複回答，1980年）によると，「希望の官公庁に就職す
るため」「司法，税理士，会計士試験の受験のため」（各27．8％）とともに，「自由な自分の時問がも
っとほしかったので」（20．・6％〉，「学生という身分の方が何かにつけて都合がよいので」（18．2％），
「このまま社会に出るのが不安だったので」（16．5％）という，いわゆる「モロトリアム学生」の留年
が目立っていたという。（「留年きらう大学生」朝日新聞，1981年9月15日）。
「社会に出るのが怖い」朝日新聞，1981年4月27日P
「家庭内暴力を考える」朝日新聞「論壇」
「国際児童年記念調査報告」総理府nまた，東京都の小学3，5年生，中学2年生2，270人の調査によ
ると，
「勉強がよくできる」自信のある子ども
　小学3年生　　　28％
　〃　5年生　　　27％
　中学2年生　　　11％
逆に「すべてに自信がない」子ども
　小学3年生　　　24％
　〃5年生　　　24％
　中学2年生　　　44％
になっている。
　そして勉強に自信のない子どもは，社会に対しても逃避的で，教師への否定的傾向も強くなってい
る。この調査にあたった群馬大学の萩原元明教授は「勉強に自信があるかないかの分化は小学5年生
から始まり，中学になると一層顕著になっている。勉強に自信がない中学生と教師との対話は極めて
少なく，校内暴力などへ走る素地になっているのではないか」といっている。（「子から自信奪う成績
不振」朝日新聞，1981年9月15日）．
「子どもの創造力」（黎明書房），日本教育新聞，1981年2月16日。
「知能に序列はつけられない」現代のエスプリ，No．　97n
（16）（17）遠山啓のことば。
（18）千葉康則「未然防こう①暴走族」公文数学研究センター。
（19）（21）能重真作「非行克服と学校教育ゴ民衆社．
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（20）
（22）
「荒れる子どもたち」朝日新聞，1980年12月6日p
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○全国教員試験受験者数7ケ年の推移（「教職課程」協同出版）
（23）　「文部事務次官になる」朝日新聞。
（24）（26）「よい子づくり」毎日新聞，1980年10月16日。
（25＞
（27）
（28）
（29）
（30）
（31）
（32）
（33）
（34）
（35）
（36）
（37）
（38）
「大人になりたくない」読売新聞，1980年5月4日。
「逮捕者生んだ“特別学級”」朝日新聞，1980年10月9日．　　　　　　　　　　　　．
「都立高校定員割れ」朝日新聞，1981年3月21日．「非行小中学生に背番号」朝日新聞，1981年9月22
日n「事前に“問題児リスト”」朝日新聞，1981年9月21日。
「わが校に“落ちこぼれ”なし」朝日新聞，1979年12月18日。
K．レヴイン「社会科学における場の理論」（猪股佐登留訳）誠信書房，同「パーソナリティの力学説」
（相良守次，小川隆訳）岩波書店。
ヤコブソン「青少年の道徳感情の発達」（星野喜久三訳）明治図書。
J．ピァジェの著書及び，たとえばJ．S．ブルーナー「認識能力の成長」（岡本夏木他訳）明治図書や，
辰野俊子感情認知の発達的研究（1）（2）（明大教職・社教主事・学芸員課程年報，No．3，4，明大人文科研
個人重点研究費による）などを参照されたい。
J．S．ブルーナー「教育の過程」（鈴木祥蔵・佐藤三郎訳）岩波書店。
「ポキポキと子どもの手足」読売新聞，1980年5月5日．
「なぜ右翼に走る10代の心一先生にない親身さ」朝日新聞，1981年4月20日，
たとえば，「広がる人さらい教」週刊朝日，1980年7月18日号，「マスコミ完敗でドラマになるrイエ
スの方舟』」週刊新潮1981年6月18日号。
A．メドニック等「学習」（八木星訳）岩波書店，P60～61。
B．ベレルソン，G．　A．スタイナー「行動科学事典」（南博他訳）誠信書房．刻印づけの実験では，生
まれたばかりの子ガモは母鳥のあとを追うと長い間信じられていた。しかしこれは母鳥でなければな
らないのではなく，子ガモははじめて見る動く対象を追うのである。したがって図1のように，刻印
づけの研究を始めたローレンッオジさんの後を，子ガモは忠実に追うようになった．子ガモに刻印づ
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図1　ローレンッと子ガモ
　　　（村田孝次「教養の心理学」）
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　　　　　　　　誕生後の時間
　図2刻印づけの臨界時闇（Hess，1958）
図の・は各時間において刻印づけられた反応
が生じた率の平均値を示すnこの曲線から，
最も強力に刻印づけられる時期が生後16時間
前後であり，30時間後では刻印づけの力が極
度に弱まることがわかる。
　　　けが最も有効に作用する時期（臨界期）は，図2のように出生後極めて短時間である。出生後極めて
　　　短時間のうちに，1群の子ガモを人間の後を追うように，他の群の子ガモを母鳥を追うように刻印づ
　　　けた。この2群の子ガモを一つの箱に入れ，その扉を開くと同時に人間と母鳥が別の方向に歩き出す
　　　と，子ガモは刻印づけられた「仮親」のあとを追う形できれいに2列に分かれた。このように刻印づ
　　　けは鳥類でははっきり証明されてきたが，最近では研究の範囲はかなり広がってきている。たとえ
　　　ば，群居本能を持つといわれてきたヤギやヒツジが，幼時に親や仲間から完全に隔離されると，仲間
　　　と一緒に生活することは好まなくなるという事実なども，明らかにされてきている。人間の場合はど
　　　うであろうか？　研究の手は，人間の場合にも次第に広げられつつある。
（39）　「発育の止まった子」朝日新聞nなお同じような例として，藤永保他「初期環境の貧困による発達遅
　　　退の事例」教育心理学年報，第19集，などを参照されたい．
（4Q＞高木貞敬「子育ての大脳生理学」朝日新聞社．
（41）（42）　Aメドニック等「学習」（八木冤訳）岩波書店，P44～47。
（43）　もっともここで名誉挽回，いやな勉強にとりくんでよい成績をあげてほめられるとか，逆にクルト・
　　　レヴインのいうように，もうそれはいらないと背を向けて，マイコンの操作や小説を読んだり，書い
　　　たりする方向に満足を求めるとか，そもそも恐怖や敵意を増幅させている前述の教師の背後にある体
　　　制の仕組みに疑いの眼を向け，これの解明，改造の道を選ぶことも，むろん可能である。フロイトは
　　　このように社会的に容認されない欲求を，容認可能な行動におきかえていく心理機制を「昇華」と名
　　　づけて重要視している．しかし体制には前二者の昇華は歓迎できても，最後の昇華はともすれば容認
　　　し難い。極力そのきざしを若芽のうちからつみとろうとする．それが教科書の検定から改変への動き
　　　であり，その頂点が愛国心教育ということもできよう．こうして一層それに違反する者への管理をき
　　　びしくして，恐怖を増幅させることによってそれに向っては昇華させまいとする．そしてこの恐怖操
　　作によってかきたてられる敵意は，愛国心教育によって国のためという錦の御旗を与えられて，外敵
　　　に向って昇華（？）させられようとすることになる。
（44）　長谷川晃「日本否大国説」文芸春秋，工98工年4月号．
（45）　「強い日本という妖怪」朝日新聞，1981年4月26日fi
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（46）週刊新潮グラビア，1981年．
（47）『摩天楼の下の日米文化論」文芸春秋，1979年1月号．
（48）　「東大生はなぜ自民党支持か」朝日新聞，1979年7．月15日．
（49）（50）「若者の保守化とは」朝日新聞，1981年8月29日．
（51）　「生録キャンパス」朝日新聞，1981年。　　1
（52）「教師への道も閉ざされる」赤旗，1981年9月8日。
（53）（54）永井清彦「西ドイツの平和運動」朝日新聞，1981年。
　　　（文中すべて敬称略）
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AStudy　of　Adolescence　in　Japan（4）
Hiromu　Kishimoto
　　In　1980，　thirty　years　after　the　opst－war　refor皿of　educational　system呈n　Japan，　the　Education
Ministry　published　an　educational　white　paper．　According　to　this　paper，　school　education　in
∫apan　has．@quantitatively　reached　the　second　highest　level　of　the　free　nations　in　the　world（e．　g．
the　percentage　of　senior－high　school　attendance　is　94．2；that　of　college　attendance　is　37．9）．
On　the　other　hand，　qualitatively，　many　problems　such　violence　in　the　family，　violence　in
schools，　playing　truant，　deliquency，　and　so　forth，　have　been　brought　about　w丘th且ational
importance．　These　are　dealed　with　in　the丘rst　chapter．　In　the　second　and　the　third　chapter，
what　is　called‘‘prosperity　of　school　with　neglected　education”are　explained　with　the　examples
and　the　data．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　The　next　chapter　is　a　psychological　consideration　on　the　causes　of　these　problems，　referring
to　the　studies　by　Kurt　Levin，　Jean　Piaget，　Jerome　S．　Bruner　alld　animal－tests．　This　conside－
ration　is　followed　by　the　fear　in　the　fifth　chapter，　the丘nal　one，　that　Japanese　young　people
may　be　being　led　into　danger　again．
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